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図１－３　ボルト・ナットの製図方法の例（略画法）②
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⒝　六角穴付きボルト

⒜　六角ボルト・六角ナットの製図順序
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⑹　ボルト・ナッ
トの使用方法

　ボルト・ナットは，使用目的によって，通しボルト，押さえボルト，植込みボルトという使い方が

あり，図１－４⒜～⒞のように描かれる。

　また，六角穴付きボルトは，ボルトの頭部が出ないようにして機械部品を締め付けるときなどに用

いられ，同図⒟のように図示される。

図１－４　ボルト・ナットの図示例
⒜　通しボルト ⒝　押さえボルト ⒞　植込みボルト ⒟　六角穴付きボルト

１．１　締結部品
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6.4.8　
０Ⓜ（

ゼロマ
ルエム

）

　組み合わされる穴や軸は，実効サイズにあれば組み付けが可能である。そこで，実効サイズを最大

実体サイズにとれば，サイズ公差を最大にできると同時に，幾何公差も最大にできる。

　図６－ 29 の例では，四つの穴の位置度公差をφ 0 Ⓜとすると，最大実体サイズはφ 10 となり，穴

がそれより大きくなると，その寸法だけ位置度公差を増加させることができる。

図６－ 29　穴の位置度公差にφ 0 Ⓜを指示した例  
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　同様に，この穴にはまり合う軸にもφ 0 Ⓜを適用すると，図６－ 30 のようになる。このとき，穴

と軸の動的公差線図は，図６－ 31 のような関係になる。穴と軸ともに使用できる領域は最大となり，

はめあいでいえば，H 穴とｈ軸との組み合わせに相当する。

図６－ 30　軸の位置度公差にφ 0 Ⓜを指示した例

22

38

φ0Ⓜ

0

4×φ10－0.04

図６－ 31　φ 0 Ⓜを指示した四つの穴と

軸の動的公差線図
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6.4.9　
突出公

差域Ⓟ

　 通常の公差域は，指示したい形体そのものに指示するが，図６－ 32 のように，フランジにピンや

ねじが取り付けられる場所では，突出物の倒れや曲がりがあると相手部品と干渉することがある。そ

こで，形体から突出した部分を規制するのが，突出
公差域

である。
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6.2.2　公差記入枠の指示

　公差記入枠の指示線の矢印又はデータム三角記号は，図６－８のように，指示する位置に注意する

必要がある。すなわち，指示された線又は面に公差（又はデータム）を指定したいときは，寸法線の

位置を明確に避けて指示線の矢印を垂直に当てる（同図⒜）。

　また，寸法が指定されている形体の中心線又は中心平面に，公差又はデータムを指定したいとき

は，寸法線の延長線上に指示線を当てる（同図⒝）。ただし，中心軸あるいは中心平面に直接，公差

又はデータムを指示することはできない（同図⒞）。

⒜　指定された線又は
　平面を指示するとき

⒝　軸線又は中心平面に
　公差を指示するとき

⒞　中心軸又は中心平面に
　公差を指示するとき

記入例

解説図

図６－８　幾何公差の公差記入枠を指示するときの注意点

6.2.3　公差域の解釈

⑴　公　差　域

　公差値の前にφがない場合（図６－９⒜），その公差域は，平行二平面の間に存在する。公差値の

前にφがある場合（同図⒝），その公差域は，円又は円筒の内部に存在する。

 

t

φ
t

⒜　公差域が一方向の場合の指示例 ⒝　公差域が円筒の場合の指示例

0.1 A B φ0.1 A

A A
B

A
B A

図６－９　公差値の指示方法の違いによる公差域の変化
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1.2.2　軸　継　手

　軸継手（カップリング）は，半永久的に軸を結合する永久軸継手と，運転中に連結を断続できるク

ラッチに大別できる。　永久軸継手には，２軸が一直線上にある場合に用いる固定軸継手，２軸の軸心が一致しにくい場合

に用いるたわみ軸継手，２軸がある角度で交わる場合に用いる自在軸継手などがある。

　なお，JIS では，フランジ形固定軸継手，フランジ形たわみ軸継手，歯車形軸継手，ローラチェー

ン軸継手，こま形自在軸継手などについての規格がある。表１－37 に軸継手の分類を示す。
表１－37　軸継手の分類

２軸の位置関係

名　称

適用 JIS

２軸が一直線上にあり，軸心が一致 固定軸継手 筒形軸継手
－フランジ形固定軸継手 JIS B 1451

２軸が一直線上にあるが，軸心にずれがある たわみ軸継手
弾性式 ゴム軸継手

－フランジ形たわみ軸継手 JIS B 1452
補正式 歯車形軸継手

JIS B 1453
ローラチェーン軸継手 JIS B 1456

２軸が交差
自在軸継手 不等速形 こま形自在軸継手

JIS B 1454
等速形 等速ボールジョイント

－⑴　固定軸継手

　ａ　筒形軸継手
　図１－25 に示すように筒形軸継手は，最も簡単な軸継手であり，筒の両側から軸をはめ，こう配キー

で固定するものである。キーの代わりにテーパピン又はボルト・ナットで固定するものもある。
カバー

筒
こう配キー

図１－25　筒形軸継手の例　ｂ　フランジ形固定軸継手　継手本体を軸にキーで固定し，継手本体のフランジをリーマボルトで結合するもので，一般に広く

使用されている（図１－26）。表１－38 に，JIS B 1451：1991 のフランジ形固定軸継手の形状・寸法

１．２　軸及び軸継手
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